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３．重要⽂化財の保全に係る評価・跡地利⽤への活⽤⽅向性 （案） 

本年度は、重要文化財の保全・活用について活用の方向性（案）を追加して検討した。 

表 重要文化財の保全に係る評価・跡地利用への活用方向性 （案）の一覧表 

分

類 
名称・概要 属性 重要度 

●保全に係る評価 
現地の様子 

〇活用の方向性（案）

複
合
遺
跡 

1．伊佐上原

遺跡群 

①遺跡の種類 

沖 縄 貝 塚

時 代 か ら 戦

前 ま で に 至

って、遺跡の

種類の多様

性、時代・時

期 の 重 層

性 、 空 間 的

な 関 連 性 が

極めて高く、

周辺の地域

住民の土地

利 用 の 在 り

方と移り変わ

りを明らかに

できる重要な

遺跡。 

 

②遺跡の説明 

(1) 遺 跡 の 時

代・時期 

： 沖 縄 貝 塚 時

代 、 グ ス ク 時

代・古琉球、近

世琉球、近代

沖縄 

(2)遺跡の種類 

：集落遺跡、生

産遺跡、墓地、

戦争遺跡 等 

(3)遺構・遺物

の内容 

：竪穴住居跡、

石器・未製品・

石 材 集 中 散

布、洞穴墓 等 

 

③遺跡の評価 

(1)遺跡の評価の対象 

：時代・時期が重層、多様

な種類の遺構を有する遺

跡群 

(2)遺跡の評価項目 

：宜野湾市の歴史の正し

い理解のために欠くこと

ができない。市の各地域

における歴史の特徴をよ

く示す。 

：学術的価値がある。遺

跡の保存状態が良好。検

出遺構・出土遺物等の内

容等から見て、市の歴史・

文化を考える上で多くの

情報を得ることができると

認められる。 

●沖縄貝塚時代から近代

沖縄にわたる地域の歴史

の移り変わりを知る時代・時

期が重層する遺跡群。 

●琉球文化の原風景、遺

跡の種類の多様性、空間

的な関連性を把握すること

が可能。 

 
遺跡の遠景 

  
 F 地点竪穴住居跡(沖縄県立埋蔵文化財センター蔵)

〇複合的遺産群としての重

要性から、遺跡区域の土地

を改変せず保全する。 

〇当時の地域社会と土地

利用のあり方の学習的資源

として活用する。 

12．宜野湾ｸ

ｼﾇｳﾀｷ遺跡 

①遺跡の種類 

谷 底 低 地

の 崖 上 に 所

在し、字宜野

湾の聖地とし

て 現 在 で も

信仰の対象

となっている

祭祀遺跡。ま

た、遺跡地に

ある２基の石

祠や海砂利

敷 遺 構 な ど

は 、 村 落 祭

祀の在り方と

移り変わりを

知 る 重 要 な

遺跡。 

 

②遺跡の説明 

(1)遺跡の時

代・時期 

：グスク時代・

古琉球、近世

琉球、近代沖

縄、戦後沖縄 

(2)遺跡の種類 

：祭祀遺跡、集

落遺跡 

(3)遺構・遺物

の内容 

：海砂利敷遺

構、祭祀祠、石

列、土坑 等 

 

③遺跡の評価 

(1)遺跡の評価の対象 

：近世琉球・近代沖縄の

祭祀関連遺構群 

(2)遺跡の評価項目 

：宜野湾市の歴史の正し

い理解のために欠くこと

ができない。市の各地域

における歴史の特徴をよ

く示す。 

：学術的価値がある。遺

跡の保存状態が良好。検

出遺構・出土遺物等の内

容等から見て、市の歴史・

文化を考える上で多くの

情報を得ることができると

認められる。 

●御嶽祭祀の在り方とその

推移を把握する上で重要

な遺跡。 

●首里王府との公事の関

与、伝統的な村落の御嶽

祭祀等を知る。 

●現在も、字宜野湾郷友会

が御願を実施。凝灰石製の

寄進灯篭、復元された石祠

が残されている。 

 
遺跡の遠景 

 
  復元された石祠 

〇伝統的な祭祀を行う場所

として、緑地の再生とともに

区域を保全する。 

〇祭祀空間として聖域の遺

跡区域全体の保全・活用を

図る。 

9．神山トゥン

遺跡 

①遺跡の概

要 

・字神山の伝

統 的 な 集 落

の 近 傍 に あ

り、集落の草

分 け の 有 力

者が寄り集っ

た 場 所 。 遺

跡 に は 、 戦

前来の石祠

が 保 存 良 く

残っており、

字神山の村

落 構 造 と 祭

祀の在り方を

知 る 重 要 な

遺跡。 

 

②遺跡の説明 

(1)遺跡の時

代・時期 

：近世琉球、近

代沖縄  

(2)遺跡の種類 

：集落遺跡、祭

祀遺跡 

(3)遺構・遺物

の内容 

：石祠、香炉 

 

③遺跡の評価 

(1)遺跡の評価の対象 

：近世琉球・近代沖縄の

祭祀関連遺構 

(2)遺跡の評価項目 

：宜野湾市の歴史の正し

い理解のために欠くこと

ができない。市の各地域

における歴史の特徴をよ

く示す。 

：学術的価値がある。遺

跡の保存状態が良好。検

出遺構・出土遺物等の内

容等から見て、市の歴史・

文化を考える上で多くの

情報を得ることができると

認められる。 

●字神山の村落構造と祭

祀の在り方を知る重要な遺

跡。 

●ムラアシビ（ムラ遊び）、

農作物のウガン（御願）タン

トゥイ（種子取）等の伝統的

な行事が行われていた。 

 
遺跡の遠景 

 
遺跡内のトゥン拝所 

  
遺跡内の井戸 

〇古集落の重要な遺跡とし

て、保全活用する。 

〇伝統的な祭祀を行う場所

として、緑地とともに区域を

保全する。 

〇祭祀空間として聖域の遺

跡全体の保全・活用を図

る。 
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分

類 
名称・概要 属性 重要度 

●保全に係る評価 
現地の様子 

〇活用の方向性（案）

複
合
遺
跡 

10．神山テラ

ガマ洞穴遺跡 

①遺跡の概要 

出土した線

刻石版は、県

内で唯一利用

状況が明確な

遺物。遺跡は

ま た 、 字 神 山

の 聖 地 と し て

現在でも信仰

の対象となり、

普天満宮の祭

神である女神

伝承を伝える

など、字神山と

宜野湾市にと

って重要な遺

跡。 

 

②遺跡の説

明 

(1)遺跡の時

代・時期 

：近世琉球、

近代沖縄、戦

後沖縄 

(2)遺跡の種

類 

：洞穴遺跡、

集落遺跡、祭

祀遺跡 

(3)遺構・遺物

の内容 

：海砂利敷遺

構、線刻石

板、香炉 等 

 

③遺跡の評価 

(1)遺跡の評価の対象 

：近世琉球・近代沖縄の

祭祀関連遺構 

(2)遺跡の評価項目 

：宜野湾市の歴史の正し

い理解のために欠くこと

ができない。市の各地域

における歴史の特徴をよ

く示す。 

：学術的価値がある。遺

跡の保存状態が良好。

検出遺構・出土遺物等の

内容等から見て、市の歴

史・文化を考える上で多

くの情報を得ることができ

ると認められる。 

●字神山の共同祭祀場とし

ての洞穴遺跡、線刻石板が

出土。 

●神山部落の防空壕、戦

前まで部落の祭祀場として

利用。 

 
洞穴の入口 

 
  洞穴内の拝所 

 
遺跡出土の線刻石板 

〇洞穴、地形、緑地とともに

周辺地区を保全する。 

〇古集落の伝統的な祭祀

を行う場所として、保全・活

用する。 

〇祭祀空間として聖域の遺

跡全体を含めた保全・活用

を図る。 

 

 

  

参考資料-102



                 参考資料 

 

分

類 
名称・概要 属性 重要度 

●保全に係る評価 
現地の様子 

〇活用の方向性（案）

古
集
落 

4 ． 新 城 古 集

落 

①遺跡の概要 

県 内 初 の 単

一村落の民俗

誌である『シマ

の 話 』 に 詳 細

に記載される

明治末の字新

城の生活の舞

台 と な っ た 遺

跡であり、近代

沖縄の伝統的

な村落の在り

方 を 正 し く 理

解する上で欠

くことのできな

い 重 要 な 遺

跡。 

 

②遺跡の説

明 

(1)遺跡の時

代・時期 

：近世琉球、

近代沖縄 

(2)遺跡の種

類 

：集落遺跡 

(3)遺構・遺物

の内容 

：柱穴、土坑、

溝、石列、井

戸 等 

 

③遺跡の評価 

(1)遺跡の評価の対象 

：近世琉球の集落関連遺

構群。 

(2)遺跡の評価項目：宜

野湾市の歴史の正しい

理解のために欠くことが

できない。市の各地域に

おける歴史の特徴をよく

示す。 

：学術的価値がある。遺

跡の保存状態が良好。

検出遺構・出土遺物等の

内容等から見て、市の歴

史・文化を考える上で多

くの情報を得ることができ

ると認められる。 

●近代沖縄の伝統的な村

落景観を知る重要な遺跡。

●琉球文化の原風景、遺

跡の種類の多様性、時代・

時期の重層性、空間的な

関連性を把握することが可

能。 

  
遺跡の遠景（左側の木々が屋敷林） 

 
 遺跡の近景 

〇伝統的な古集落の佇ま

いを再生するため、重要な

遺跡及び関連する遺跡の

保全活用を図る。 

7 ． 赤 道 渡 呂

寒原屋取古集

落 

①遺跡の概要 

字赤道に移住

した屋取の古

集落。屋敷地

には、沖縄の

伝統的な民家

に配置される

母屋・台所・離

れ屋・豚小屋

兼便所・井戸

などの基本的

な施設があり、

屋敷林も保存

よく残されてい

る 重 要 な 遺

跡。 

 

②遺跡の説

明 

(1)遺跡の時

代・時期 

：近世琉球・

近代沖縄 

(2)遺跡の種類 

：集落遺跡 

(3)遺構・遺物

の内容 

：母屋、台所、

離れ家、豚小

屋兼便所、畜

舎、井戸等 

 

③遺跡の評価 

(1)遺跡の評価の対象 

：近世琉球・近代沖縄の

集落関連遺構群 

(2)遺跡の評価項目 

：宜野湾市の歴史の正し

い理解のために欠くこと

ができない。市の各地域

における歴史の特徴をよ

く示す。 

：学術的価値ある。遺跡

の保存状態が良好。検

出遺構・出土遺物等の内

容等から見て、市の歴

史・文化を考える上で多

くの情報を得ることができ

ると認められる。 

●近世琉球・近代沖縄の伝

統的な村落景観（屋取集

落）。 

●琉球文化の原風景、遺

跡の種類の多様性、時代、

時期の重層性、空間的な

関連性を内包する複合的

な遺跡群。  
遠景 

 
  屋敷跡 母屋・台所・アサギ 

 
共同井戸 

 
 フール（豚小屋） 

〇伝統的な古集落の佇ま

いを再生するため、重要な

遺跡及び関連する遺跡の

保全・活用を図る。 
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分

類 
名称・概要 属性 重要度 

●保全に係る評価 
現地の様子 

〇活用の方向性（案）

古
湧
泉 

5．新城シマヌカ

ー古湧泉 

①遺跡の概要 

石灰岩台地の

丘陵斜面地に位

置する、ウリカー

（降り泉）様式の

古湧泉。古湧泉

は、洞穴内に貯

水槽や樋などを

設けた県内屈指

の構造であり、

字新城の生活用

水と村落祭祀の

在り方を知る重

要な遺跡。 

②遺跡の説明 

(1)遺跡の時

代・時期 

：近世琉球、近

代沖縄、戦後

沖縄  

(2)遺跡の種類 

：集落遺跡、祭

祀遺跡 

(3)遺構・遺物

の内容 

：横穴洞穴利

用湧泉、貯水

槽、樋、洗い

場、石製香炉 

等 

 

③遺跡の評価 

(1)遺跡の評価の対象

：近世琉球・近代沖縄の

集落・祭祀関連遺構 

(2)遺跡の評価項目 

：宜野湾市の歴史の正

しい理解のために欠くこ

とができない。市の各地

域における歴史の特徴

をよく示す。 

：学術的価値がある。遺

跡の保存状態が良好。

検出遺構・出土遺物等

の内容等から見て、市

の歴史・文化を考える上

で多くの情報を得ること

ができると認められる。

●古湧泉の構造の貴重

性、生活・祭祀との密接

な関わりを知る重要遺

跡。 

●横穴洞穴に形成された

切石造、生活水、拝所と

して地域住民との関わり

が深い。 

 
古湧泉の入口［古湧泉内から外をみる］ 

 
古湧泉の外観［1950 年代］ 

〇古集落の重要な遺跡と

して源泉の確保、地形、

緑地とともに湧泉の再

生・活用する。 

〇古集落とネットワークす

る、動線を確保。 

〇地域の伝統的な行事

を行う空間として 保全・

活用する。 

12．宜野湾メー

ヌカー古湧泉 

①遺跡の概要 

石灰岩台地の

陥没ドリーネに

形成された古湧

泉。古湧泉は、

飲料水・浴水・洗

濯用水の３槽に

仕切られるなど

県内屈指の石造

建築物であり、

字宜野湾の生活

用水と村落祭祀

の在り方を知る

重要な遺跡。 

②遺跡の説明 

(1)遺跡の時

代・時期 

：近世琉球・近

代沖縄、戦後

沖縄 

(2)遺跡の種類 

：集落遺跡、祭

祀遺跡 

(3)遺構・遺物

の内容 

：陥没ドリーネ

利用湧泉、石

畳道、石積、

貯水槽、石碑 

等 

 

③遺跡の評価 

(1)遺跡の評価の対象

：近世琉球・近代沖縄の

集落・祭祀関連遺構 

(2)遺跡の評価項目 

：宜野湾市の歴史の正

しい理解のために欠くこ

とができない。市の各地

域における歴史の特徴

をよく示す。 

：学術的価値がある。遺

跡の保存状態が良好。

検出遺構・出土遺物等

の内容等から見て、市

の歴史・文化を考える上

で多くの情報を得ること

ができると認められる。

●古湧泉の構造の貴重

性、生活・祭祀と密接との

関わりを知る重要遺跡。 

●石灰岩台地の陥没ドリ

ーネに形成された古湧

泉。 

●生活用水、拝所として

地域住民との関わりが深

い。 
  

遺跡の近景［古湧泉と石碑］ 

  
 遺跡の近景［1950 年代 

〇源泉の確保、地形、緑

地とともに湧泉の再生・

活用する。 

〇古集落とネットワークす

る、動線を確保する。 

〇地域の伝統的な行事

を行う空間として活用す

る。 
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分

類 
名称・概要 属性 重要度 

●保全に係る評価 
現地の様子 

〇活用の方向性（案） 

古
湧
泉 

13．神山クシヌ

カー古湧泉 

①遺跡の概要 

石灰岩台地

の丘陵崖に所

在する横穴洞

穴に形成され

る。古湧泉は、

洞穴の開口部

の両側面に切

石を積んで湧

水口を造るな

ど、字神山の戦

前の生活用水

と村落祭祀の

在り方を知る重

要な遺跡。 

 

②遺跡の説

明 

(1)遺跡の時

代・時期 

：近世琉球・

近代沖縄、戦

後沖縄 

(2)遺跡の種

類 

：集落遺跡、

祭祀遺跡  

(3)遺構・遺

物の内容 

：横穴洞穴利

用湧泉、石積 

等 

 

③遺跡の評価 

(1)遺跡の評価の対象 

：近世琉球・近代沖縄の集

落・祭祀関連遺構 

(2)遺跡の評価項目 

：宜野湾市の歴史の正し

い理解のために欠くことが

できない。市の各地域に

おける歴史の特徴をよく示

す。 

：学術的価値がある。遺跡

の保存状態が良好。検出

遺構・出土遺物等の内容

等から見て、市の歴史・文

化を考える上で多くの情

報を得ることができると認

められる。 

●古湧泉の構造の貴重性、生

活・祭祀との密接な関わりを知る

重要遺跡 

●横穴洞穴に形成された切石造

●生活用水、拝所として地域住

民との関わりが深い。 

 
古湧泉の遠景 

  
  古湧泉の近景 

 
古湧泉の内部状況 

〇源泉の確保、周辺の地形、緑

地とともに湧泉の歴史・文化的景

観に保全・活用する。 

〇古集落とのネットワークする、

動線を確保。 

〇地域の伝統的な行事を行う空

間として活用する。 
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分

類 
名称・概要 属性 重要度 

●保全に係る評価 
現地の様子 

〇活用の方向性（案） 

 

古

墓

群 

 

6．赤道渡呂

寒原古墓群 

①遺跡の概要 

琉球文化特

有の７基の亀

甲墓を主とす

る長さ約 120ｍ

の直線上に連

なる 12 基で構

成され、近世

琉球の地域社

会における亀

甲墓の受容年

代と墓造りの

移り変わりを知

ることができる

重要な遺跡。 

 

②遺跡の説明 

(1)遺跡の時

代・時期 

：近世琉球・近

代沖縄 

(2)遺跡の種

類：墓地 

(3)遺構・遺物

の内容：亀甲

墓 

 

③遺跡の評価 

(1)遺跡の評価の対象 

：近世琉球・近代沖縄の亀

甲墓群 

(2)遺跡の評価項目 

：宜野湾市の歴史の正し

い理解のために欠くことが

できない。市の各地域に

おける歴史の特徴をよく示

す。 

：学術的価値がある。遺

跡の保存状態が良好。

検出遺構・出土遺物等

の内容等から見て、市の

歴史・文化を考える上で

多くの情報を得ることが

できると認められる。 

●亀甲墓の造墓年代と古墓の造

りを知るうえで重要な古墓群 

●字宜野湾、字神山にまたがる

屋取集落を形成 

●亀甲墓、野面石積み等の古墓

 群 

 
遠景

 
古墓群内の亀甲墓 雍正 14 年(1736) 

 
古墓群内の亀甲墓 乾隆 23 年（1758） 

 
古墓群内の亀甲墓 道光 7 年（1827） 

〇琉球文化特有の亀甲墓等で

構成された古墓群の、歴史・文

化的景観の再生として保全す

る。 

〇周辺の地形、緑地とともに一

体的に保全する。 
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分

類 
名称・概要 属性 重要度 

●保全に係る評価 
現地の様子 

〇活用の方向性（案）

生
産
跡 

3．野嵩タマタ原

遺跡 

①遺跡の概要 

グスク時代の

農耕跡が県内で

初めて確認され

た遺跡。遺跡の

農耕跡の保存状

況は良好で、沖

縄のみならず、

日本・東アジア

における植物栽

培の在り方と移り

変わりを知るうえ

で重要な遺跡。 

 

②遺跡の説

明 

(1)遺跡の時

代・時期 

：グスク時

代・古琉球、

近代沖縄、

戦後沖縄 

(2)遺跡の種

類 

：生産遺跡 

(3)遺構・遺

物の内容 

：植栽穴、石

列、溝、焼土

面 等 

 

③遺跡の評価 

(1)遺跡の評価の対象 

：グスク時代・古琉球の生

産関連遺構群 

(2)遺跡の評価項目 

：宜野湾市の歴史の正し

い理解のために欠くこと

ができない。市の各地域

における歴史の特徴をよ

く示す。 

：学術的価値がある。遺

跡の保存状態が良好。

検出遺構・出土遺物等の

内容等から見て、市の歴

史・文化を考える上で多

くの情報を得ることができ

ると認められる。 

●グスク時代の農耕跡の

遺構群として重要な生産

遺跡。 

●沖縄、日本、東アジアに

おける植物栽培の在り方

を把握。 

 
遺跡の近景 

  
  発掘調査区の全景 

〇重要な生産遺跡として、

遺跡区域の土地を改変せ

ず保全する。 

〇当時の地域社会と土地

利用のあり方の学習的資

源として活用する。 

2．上原濡原遺

跡 

①遺跡の概要 

確認された遺構

と遺物などによ

り、沖縄貝塚時

代中期（約 2,800

年前）の農耕関

連の生産遺跡で

ある可能性が指

摘されている遺

跡。沖縄のみな

らず日本・東アジ

アにおける植物

栽培の在り方を

知るうえで特に

重要な遺跡。 

 

②遺跡の説

明 

(1)遺跡の時

代・時期 

：沖縄貝塚

時代中期、

近世琉球、

近代沖縄 

(2)遺跡の種

類 

：生産遺跡 

(3)遺構・遺

物の内容 

：畝間状溝

列、用水池、

焼土面、土

坑 等 

 

③遺跡の評価 

(1)遺跡の評価の対象 

：沖縄貝塚時代中期の

生産関連遺構群 

(2)遺跡の評価項目 

：宜野湾市の歴史の正し

い理解のために欠くこと

ができない。市の各地域

における歴史の特徴をよ

く示す。 

：遺跡の保存状態が良

好。遺跡の保存状態が

良好。検出遺構・出土遺

物等の内容等から見て、

市の歴史・文化を考える

上で多くの情報を得るこ

とができると認められる。

●貝塚時代中期相当の遺

構群として重要な生産遺

跡（農耕址） 

●沖縄、日本、東アジアに

おける植物栽培の在り方

を把握 

 
遠景 

 
  畝間状溝列遺構 

〇重要な農耕関連の生産

遺跡として、遺跡区域の土

地を改変せず保全する。 

〇当時の地域社会と土地

利用のあり方の学習的資

源として活用する。 
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分

類 
名称・概要 属性 重要度 

●保全に係る評価 
現地の様子 

〇活用の方向性（案）

闘
牛
場 

8．神山後原ウシ

ナー（闘牛場）跡 

①遺跡の概要 

字神山の闘牛

場跡。闘牛場跡

は、古老によれ

ば、明治 44 年

（1911）頃まで利

用されたと伝え

る。 

沖縄の伝統的

な娯楽文化であ

る戦前の闘牛場

跡が県内で唯一

残された重要な

遺跡。 

 

②遺跡の説

明 

(1)遺跡の時

代・時期 

：近代沖縄 

(2)遺跡の種

類 

：娯楽施設

（闘牛場跡） 

(3)遺構・遺

物の内容 

：環状土手、

木戸口 

 

③遺跡の評価 

(1)遺跡の評価の対象 

：近代沖縄の闘牛場跡

(2)遺跡の評価項目 

：宜野湾市の歴史の正し

い理解のために欠くこと

ができない。市の各地域

における歴史の特徴をよ

く示す。 

：学術的価値がある。遺

跡の保存状態が良好。

検出遺構・出土遺物等

の内容等から見て、市の

歴史・文化を考える上で

多くの情報を得ることが

できると認められる。 

●近代沖縄の伝統的な娯

楽文化である、戦前の闘

牛場跡として重要な遺跡。

●闘牛場跡から見た当時

の生活を窺うことが可能。

●大規模な土地改変の影

響が少なく良好に保全さ

れている。 

 
ウシナー跡の遠景          

 
近景 ウシナー盛土 

 
ウシナー跡の近景［盛土と広場］ 

〇重要な闘牛場跡として、

土地の改変は行わず周辺

の地形、緑地とともに保全

する。 
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分

類 
名称・概要 属性 重要度 

●保全に係る評価 
現地の様子 

〇活用の方向性（案）

 

宿 

道 

14．宜野湾並

松街道 

①遺跡の概要 

約 3,000 本の

琉球松が植えら

れ、その美しさ

から、国指定天

然記念物に指

定。 

「琉球王国」

の主要道路で

ある宿道、国王

や王府の官人

層の普天間参

詣のみならず、

近世琉球から

戦前まで、地域

の人々の暮らし

と地域住民のア

イデンティティ

の拠り所として

深い関わりがあ

る。 

また、宜野湾

並松街道に沿

って連なる、近

世琉球から戦

前までの伝統

的な集落や湧

泉・御嶽等の村

落景観は、沖縄

の「亜熱帯気

候」の自然環境

の中で培われ

てきた「琉球文

化」を育んだ原

風景を想起させ

る重要な遺跡。 

 

②遺跡の説

明 

(1)遺跡の時

代・時期 

：近世琉球・

近代沖縄 

(2)遺跡の種

類 

：交通遺跡 

(3)遺構・遺

物の内容 

：（不明） 

 

③遺跡の評価 

(1)遺跡の評価の対象 

：近世琉球・近代沖縄の宿

道跡 

(2)遺跡の評価項目 

：宜野湾市の歴史の正し

い理解のために欠くことが

できない。市の各地域に

おける歴史の特徴をよく示

す。 

：遺跡の規模、遺構、出土

遺物等において学術的価

値がある。 

●琉球王国の主要道路

（宿道）としての重要な交通

遺跡。 

●戦前の国指定天然記念

物（現在は消失）。 

●人々の往来、地域のシ

ンボル、生活との関連が深

い。 

●沿道の伝統的集落との

関連性が重要。  
宜野湾並松 

 
普天満宮鳥居付近 

 
   宜野湾並松街道跡[新垣義夫氏蔵] 

〇地域の原風景を再生す

るシンボルとして、並松街

道を整備する。 

〇沿道の古集落、馬場、一

里塚、間切番所、マチヤグ

ヮー等の関連施設等を含

む歴史・文化的な景観の

再生・活用を図る。 

〇跡地利用の主要な動線

として再生、整備を図る。 
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